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・Microsoft Officeの「バージョン2203」以降でネットワーク上のVBAファイルがデフォルトでブロックされます
・ネットワーク上の DSmartProをブロック回避するためには各PCでのセキュリティ設定を変更する必要があります

Microsoft Officeのセキュリティポリシー変更について

Microsoft社はセキュリティ対策強化を目的にネットワーク上のVBAプログラムをデフォルトでブロックする方針に変更しました。
2022年4月中旬*より配布され始めた Microsoft Officeの「バージョン2203」から対象になります。
このアップデートが実施されたPCでは、今まで動作していたネットワーク上のVBAプログラム（DSmartProも対象）を起動でき
なくなります。
* Microsoft Officeのライセンス形態によって更新スケジュールが異なるが、順次実施予定。
* Microsoft社の関連サイト：https://docs.microsoft.com/ja-jp/deployoffice/security/internet-macros-blocked

この警告が出てブロックされる

対処策として以下3つの方法をご紹介します

方法1：DSmartProが置かれる場所を「インターネットオプション」でローカルイントラネットとして登録する
方法2：DSmartProのデジタル署名を Excelの「信頼できる発行元」として設定する
方法3：DSmartProが置かれる場所を Excelの「信頼できる場所」として設定する

どれも有効ですので、運用しやすい方法を選択してください。
尚、 Microsoft Office が上述のバージョンにアップデートする前に設定を済ませておくことを強くお勧めします。
詳細な設定方法について次ページから解説します。
【重要】システム管理者にご確認の上、進めていただくことをお願いいたします。

1/6

2023.4.24 改訂



D スマ NEWS Vol.63 
 

2/6 
 

⽅法 1︓DSmartPro が置かれる場所を「インターネットオプション」で 
ローカルイントラネットとして登録する 

【重要】実施にあたってはシステム管理者への確認を必ず⾏ってください。 
 
①「コントロールパネル」→「インターネットオプション」を開く。 

※「インターネットオプション」をキーワードで検索すると呼び出せます。 
②「セキュリティ」タブをクリックし「ローカルイントラネット」を選択する。 
③「サイト」をクリックする。 
④「詳細設定」をクリックする。 
⑤ DSmartPro が置かれる場所（IP アドレスやサーバー名）を \\[IP, 名称] の形式で⼊⼒する。 
  例：\\192.168.0.100 
⑥「追加」をクリックする。 
⑦ 追加されたことを確認し、「閉じる」をクリックする。 
⑧ 残った画⾯を「OK」をクリックして閉じる。 
⑨ DSmartPro が起動できることを確認する。 
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方法 2：DSmartPro のデジタル署名を Excel の「信頼できる発行元」として設定する 
【重要】実施にあたってはシステム管理者への確認を必ず行ってください。 
 
下記表示が出る場合には、4/6 ページ【ブロックメッセージが出ている場合】に進んでください。 
 
 
 
 
① Excel（空の Excel）開き「ファイル」→「オプション」→「トラストセンター」の画面で 
「トラストセンターの設定」をクリックする。 

②「マクロの設定」をクリックして、「デジタル署名をされたマクロを除き、すべてのマクロを 
無効にする」にチェックを入れて「OK」をクリックする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③「トラストセンター」を「ＯＫ」で閉じ、Excel を一旦閉じる。 
④ DSmartProを起動する。 
⑤「セキュリティ警告」が表示されマクロが無効化される。 
「ファイル」→「情報」または「マクロが無効にされました」をクリックする。 

 
 
 
 
 
 
⑥「コンテンツの有効化」続いて「詳細オプション」をクリックする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ セキュリティオプションの画面が開くので「この発行者のドキュメントをすべて信頼する」 

にチェックを入れ「OK」をクリックする。 

 

チェックを入れる 
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⑧ DSmartPro が起動する 

⑨ ①と同じ手順で「トラストセンター」→「トラストセンターの設定」を開き「信頼できる発 

行元」を表示させ「Property Data Technos, Inc.」が追加されたことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

⑩ DSmartPro を終了する。 

以後、DSmartPro はセキュリティ警告を受けることなく起動する。 

 

【ブロックメッセージが出ている場合】 

 

 

 

 

DSmartPro を起動する際に上記の表示が出て停止する場合、以下の手順に従ってください。 

(1) 事前に前述①～③を実行する。 

(2) メインプログラム DSmartPro_v9.xlsm と同一階層にある Start.xlsm をデスクトップなどの 

ローカルドライブにコピーする。 

(3) (2)でコピーした Start.xlsm を開く。 

(4) 前述⑤⑥⑦を実行する。 

(5) Start.xlsm が起動して「プログラムファイルが見つかりません。」というメッセージが出るが 

「OK」をクリックしてメッセージを閉じ、次いで Start.xlsm を閉じる。 

(6) (2)でコピーした Start.xlsm を削除する。 

(7) DSmartPro を起動する。 

(8) 前述⑨⑩を実行する。 

  

チェックを入れる 

署名情報表示 

※ 英語社名が表示されます 

デジタル署名が追加された 

【注】この選択肢が表示されない場合は 

SHA-2(SHA256)によるデジタル

署名に対応していないことが考え

られます。Excel のバージョンを

ご確認ください。 

この表示が出て停止 
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⽅法 3︓DSmartPro が置かれる場所を Excel の「信頼できる場所」として設定する 
【重要】実施にあたってはシステム管理者への確認を必ず⾏ってください。 
 

① Excel（空の Excel）開き「ファイル」→「オプション」→「トラストセンター」の画⾯で 
「トラストセンターの設定」をクリックする。 

②「マクロの設定」をクリックして「警告を表⽰してすべてのマクロを無効にする」にチェック 
を⼊れて「OK」をクリックする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③「信頼できる場所」をクリックし、続いて「新しい場所の追加」をクリックする。 
④ 開いた画⾯でパスの欄に信頼できる場所として設定したいサーバー名を設定する。 

「この場所のサブフォルダーも信頼する」にチェックを⼊れ「OK」をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【注】信頼できる場所として設定したいサーバーの Path に IP が含まれる場合、そのままでは設定できな 

いため、6/6 ページ【サーバーの Path に IP が含まれる場合】に進んでください。 
⑤ サーバー名が追加されたことを確認する。 
「⾃分のネットワーク上にある信頼できる場所を許可する」にチェックを⼊れ「OK」をクリッ
クする。 

  

←必要に応じ記⼊ 
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⑥「トラストセンター」を「OK」で閉じ、Excel を閉じる 
⑦ DSmartPro を起動する 
 

【サーバーの Path に IP が含まれる場合】 
前述の「信頼できる場所」として設定したいサーバーの Path に IP が含まれる場合、そのままで
は設定できないため、以下の処置を⾏う。 
(1) システムファイル「hosts」の編集 
  hosts の場所：C:\Windows\System32\drivers\etc\hosts 

・「メモ帳」を管理者として実⾏し hosts を開く。 
・⼀番下の⾏に「信頼できる場所」として設定したいサーバーの IP アドレスと名称を 

[IP アドレス][半⾓スペース][名称] の形式で⼊⼒する。 
例：192.168.0.100 eigyo01 

(2) Excel のトラストセンターを開く（前述③④と同様） 
・「信頼できる場所」を開く。 
・「新しい場所の追加」をクリックする。 
・パス（P）の欄に先程指定したサーバー名を設定する(正確に⼿打ちする)。 
 例：\\eigyo01 
・「この場所のサブフォルダーも信頼する」にチェックを⼊れ OK ボタンをクリックする。 

(3) サーバー名が追加されたことを確認する（前述⑤と同様）。 
「⾃分のネットワーク上にある信頼できる場所を許可する」にチェックを⼊れ「OK」をクリ
ックする。 

(4)「トラストセンター」を「OK」で閉じ、Excel を閉じる。 
(5) (3)のサーバーのショートカットを作成する。 
(6) (5)のショートカットのプロパティを開く。 
(7) リンク先を下記のように変更して適⽤→OK する。 
  （例）\\192.168.0.100 → \\eigyo01 
(8) (7)で変更したショートカットをクリックし、サーバーのディレクトリを開く。 
(9) (8)のディレクトリ内の DSmartPro のメインプログラムが置かれたフォルダを開き、 

MkShortcut.xlsm を動作させ DSmartPro 起動⽤ショートカットを作成する。 
(10) (9)の DSmartPro 起動⽤ショートカットをクリックし、DSmartPro の起動を確認する。 

 




